
SDGs推進に向けた市町村向けアンケート

2024年10月31日
総合政策部 計画局 計画推進課 SDGs推進班

調査結果（詳細）

資料２－２





調査概要①（目的・内容・結果概要）

 SDGsに関する認知度・認識度
 SDGsに総合計画･総合戦略への反映状況
 SDGsの推進に向けた課題・必要な支援策 など

 ２０１５年９月の国連サミットにおけるSDGsの採択から８年間が過ぎた中で、
民間調査では、国民のSDGsの認知度は約９割に達しているとされている。

 ２０３０年のゴールに向けた後半期を迎える中で、道における今後のSDGs推進
のあり方を検討するため、道内１７９市町村を対象とした、SDGsの取組状況
に関するアンケート調査を実施。

1

１ 調査目的

２ 調査内容

(1)調査項目

令和６年８月１日～８月２３日
(2)調査期間

１００％
(4)回答率

簡易申請システムによる回答（※各(総合)振興局を経由して照会）
(3)調査方法



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝179

問１ SDGsに関する事柄のうち、知っていたことはどれですか。（複数回答可）

2

 SDGsに関する認知度として、「国連で採択された世界共通の目標である」と「17の
ゴール（目標）がある」の項目は９割以上であり、基礎知識の理解度については高い水準
にある。

 一方で、国連で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に基づく専門性
が高い設問については、理解度があまり高くないことから、今後の普及啓発においては、
より一層の内容理解を図っていくことが必要。

0.0%

54.7%

73.2%

67.6%

96.6%

94.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

SDGsに関して知っていることはない

SDGsの達成には「環境」「社会」「経済」の三側面がバランスよく統合的に推進されることが必要である

SDGsは「誰ひとり取り残さない」ことを誓っている

SDGsには１６９のターゲット（具体的な目標）が示されている

SDGsには１７のゴール（目標）がある

SDGsは国連で採択された世界共通の目標である （169）

（173）

（121）

（131）

（98）

（0）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝179

問２ 業務に当たる上での、貴市町村のSDGsに関する認識に近いものはどれですか。

3

 業務全般または一部業務においてSDGsの視点やゴールを踏まえて取り組んでいる市町村
が６割以上を占めている。

 また、結果としてSDGsに貢献している市町村を含めると、９割以上の市町村で業務の
推進がSDGsへの貢献につながると認識されている。

19.6%

40.8%

36.9%

2.2% 0.6%

SDGsの視点やゴールを踏まえて業務全般に取り組んでいる

一部の業務では、SDGsの視点やゴールを踏まえて取り組んでいる

業務でSDGsの視点を特に意識していないが、結果としてSDGsに貢献

業務がSDGsの達成に資することを知らなかった

SDGs達成に資するような業務は一切行っていない

60.4％（108）
業務の全般もしくは一部にSDGsの視点やゴールを反映

97.3％（174）
結果的な貢献を含めてSDGsの視点やゴールを反映

（35）

（73）

（66）

（4） （1）



34.1%

29.1%

18.4%

18.4%

総合計画、総合戦略いずれにも反映している

市町村総合（振興）計画にのみSDGsを反映している

地方創生総合戦略にのみSDGsを反映している

総合計画、総合戦略いずれにも反映していない

＜調査結果の詳細＞ ｎ＝179

問３ SDGs（持続可能な開発目標）を総合計画･総合戦略に反映していますか。

4

 「総合計画」「総合戦略」の両方又はいずれかにSDGsを反映している市町村の割合は
81.6％であり、 市町村の基本的な計画にSDGsの要素を反映される動きが進んでいる。

どちらか又はいずれかに反映している
81.6％（146）

（33）

（52）

（61）

（33）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１４６

問４（１） 問３で「反映している」と回答された市町村に伺います。
SDGsを反映した総合計画や総合戦略をどのように活用し、どのような効果がありましたか。
（複数回答可）

5

 「施策の評価や進捗管理、課題の可視化にSDGsが活用できた」など、７割の市町村で
効果が認められたが、３割の市町村では、あまり活用できていない状況にある。

32.2%

22.6%

1.4%

28.1%

4.8%

15.1%

19.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

計画等にSDGsを反映したが、あまり活用できていない

計画等にSDGsを反映し、活用できている部署もあるが、一部部署では活用できていない

その他の効果等

施策の評価や進捗管理、課題の可視化にSDGsが活用できた

SDGs推進を条件とする交付金・補助金等を活用できた

SDGsを推進する企業や地域住民など、庁外との協働がスムーズになった

SDGs推進の意思が共有され、庁内の連携がスムーズになった

＜その他意見＞
・計画上の各施策にSDGsの目標を掲げているが、意識的に活用でき効果がでているかは不明
・施策の評価や進捗管理には活用できてはいないが、課題の可視化にSDGsが活用できた

（29）

（22）

（7）

（41）

（2）

（33）

（47）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝８０

問４（２） 問４（１）で「活用できていない」と回答された市町村に伺います。
活用できていない理由はどのようなことだと思いますか。 （複数回答可）

6

 「計画策定時に検討の上SDGsを反映したが、一部職員には趣旨や内容が浸透していない」
が41.3％、「計画等に反映したが、取扱いは各部署の対応に一任したため」が32.5％と、
市町村の内部体制の課題が挙げられている。

＜その他意見＞
・業務でSDGsの視点を特に意識していないが、結果としてSDGsに貢献している

10.0%

1.3%

32.5%

23.8%

21.3%

41.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

理由はわからない

その他の理由

計画等に反映したが、取扱いは各部署の対応に一任したため

計画等の総論（基本方針等）にSDGsを反映したが、個別の施策とゴールやターゲットが紐付いてい…

SDGsへの理解を欠いたまま、計画等へSDGsの定型的な記述を反映した

計画策定時に検討の上SDGsを反映したが、一部職員には趣旨や内容が浸透していない （33）

（17）

（19）

（26）

（1）

（8）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝８０

問４（３） 問４（１）で「活用できていない」と回答された市町村に伺います。
今後、総合計画等をSDGs推進に活用する考えはありますか。
また、そのためには何が必要と考えますか。（複数回答可）

7

 活用に必要な方策として、「庁内における認識の共有や職員の意識醸成（会議や研修等の
実施）」が65.0％、「施策とSDGsのゴールやターゲットとの紐付け」が52.5％となって
いる。なお、「今後も活用する考えはない」は5.0％に留まっている。

＜その他意見＞
・SDGsに関する補助金があれば活用したい
・時間

5.0%

2.5%

33.8%

6.3%

52.5%

65.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

今後も活用する考えはない

その他

他自治体における先進事例等の参照

有識者や大学・民間企業等の多様な主体からの助言

施策とSDGsのゴールやターゲットとの紐付け

庁内における認識の共有や職員の意識醸成（会議や研修等の実施） （52）

（42）

（5）

（27）

（2）

（4）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝３３

問５（１） 問３で「反映していない」と回答された市町村に伺います。
貴市町村が総合計画や総合戦略にSDGsを反映していない主な理由をお聞かせください。
（複数回答可）

8

＜その他意見＞
・各施策においてSDGsを関連されるが、明記していない状況である。
・次期総合戦略に反映する方向で調整中。

 「現行計画には反映していないが、今後、総合計画･総合戦略を策定（改定）する際に
SDGsを反映させる予定である」が51.5％である一方で、「個別の施策とSDGsのゴール
やターゲット等と紐付けが困難」が21.2％となるなど、反映方法に係る助言等の支援が
必要。

6.1%

6.1%

51.5%

21.2%

15.2%

12.1%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

個別分野の計画（環境基本計画や脱炭素実行計画、都市計画など）には反映しており、それで十分であると判断して…

現行計画には反映していないが、今後、総合計画・総合戦略を策定（改訂）する際にSDGsを反映させる予定である

個別の施策とSDGsのゴールやターゲット等と紐付けが困難

SDGsを総合計画等に反映する必要はあると思うが、やり方が分からない

SDGsを市町村総合計画等に反映する必要性がわからない

SDGsについての基本的な知識が不足しているため

＜個別分野の計画＞
・地球温暖化対策実行計画

（3）

（4）

（5）

（7）

（17）

（2）

（2）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝３３

問５（２） 問３で「反映していない」と回答された市町村に伺います。
今後、総合計画・総合戦略にSDGsを反映する予定はありますか。

9

57.6%21.2%

21.2%

SDGsを反映する予定

SDGsを反映するかどうか現時点では未定

SDGsを反映しない予定

 「SDGsを反映する予定」は57.6％であり、残りの４割以上がSDGsの反映が未定、
もしくは、しない予定であることから、未反映市町村におけるSDGs推進が課題に
挙げられる。

（19）（7）

（7）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝３３

問５（３） 問３で「反映していない」と回答された市町村に伺います。
貴市町村は総合計画や総合戦略にSDGsを反映するためには何が必要と考えますか。
（複数回答可）

10

 「庁内における認識の共有や職員の意識醸成（会議や研修等の実施）」「施策とSDGsの
ゴールやターゲットとの紐付け」がそれぞれ78.8％となっている。

3.0%

0.0%

57.6%

15.2%

78.8%

78.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

今後も計画等にSDGsを反映する考えはない

その他

他自治体における先進事例等の参照

有識者や大学・民間企業等の多様な主体からの助言

施策とSDGsのゴールやターゲットとの紐付け

庁内における認識の共有や職員の意識醸成（会議や研修等の実施）

（26）

（26）

（5）

（19）

（0）

（1）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１７９

問６ 全市町村に伺います。
貴市町村にSDGs推進のための庁内の組織体制はありますか。 （複数回答可）

11

 「SDGs推進のための組織体制はない」が63.1％と最も高く、６割を超える市町村には
組織体制がない。

 また、あると回答した市町村においても「SDGs推進の専門部署はないが、担当者を配置
している（兼務を含む）」が31.3％と最も高く、十分な組織体制の整備には至っていない。

63.1%

0.6%

31.3%

3.4%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

SDGs推進のための組織体制はない

その他の庁内の組織体制がある

SDGs推進の専門部署はないが、担当者を配置している（兼務を含む）

SDGs推進の専門部署（SDGs担当係、サステナビリティ推進課など）を設置している

全庁でSDGsを推進する庁内会議等（関係部課長会議など）がある

＜その他意見＞
・SDGs推進本部ワーキンググループ
（課長以下有志職員で現状の課題や推進対策をディスカッションする場）

（113）

（10）

（6）

（56）

（1）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１７９

問７ 全市町村に伺います。
貴市町村では、SDGs推進への理解を深めるためにどういったことに取り組んでいますか。
（問３で伺った計画への反映以外） （複数回答可）

12

 「特にSDGs推進の取り組みは行っていない」が55.9％と最も高い。

 また、取り組んでいる市町村では、「SDGs普及啓発（ホームページ、広報誌等への掲載、
チラシ等の配付）」が26.3％、「SDGsの理解促進に向けた職員向け研修の開催」が
16.2％の順となっている。

55.9%

3.4%

3.4%

9.5%

26.3%

8.4%

9.5%

16.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

特にSDGs推進の取り組みは行っていない

その他の取組を行っている

住民主導のSDGsに資する取り組み・ボランティア活動などへの支援

SDGsに積極的に取り組む企業・団体等と連携した活動や支援

SDGs普及啓発（ホームページ、広報誌等への掲載、チラシ等の配付）

SDGsをテーマとしたイベントの実施（共催を含む）

SDGsの理解促進に向けた一般住民や学生向けセミナーの開催

SDGsの理解促進に向けた職員向け研修の開催

＜その他意見＞
・ゼロカーボン推進施策に係るバイオマス関係 ・国、道等が実施するセミナー等の庁内周知
・若手職員による勉強会、提案を実施 ・職員が他団体主催の研修へ参加
・ 小中学生向け出前講座において、資料に関連付けてSDGsを説明 ・独自のSDGsに係る指標の策定とこれに係る町民の取組支援

（29）

（17）

（15）

（47）

（17）

（6）

（6）

（100）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１７９

問８ 全市町村に伺います。
貴市町村がSDGsを推進、または推進を検討する場合に課題と感じることはありますか。
（複数回答可）

13

 「SDGsの正しい理解を促す説明ができる人材が不足している」が64.2％、「SDGsの
正しい理解が十分浸透していない」が56.4％であるなど、人材不足や正しい理解の浸透
が課題に挙げられている。

3.9%

4.5%

3.9%

39.1%

16.8%

64.2%

56.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

SDGsを推進する予定がない

順調にSDGsを推進できており課題はない

その他の課題がある

個別の施策とSDGsのゴールやターゲットの紐付けができていない

子ども向けにSDGsの理解を促すやさしい説明が困難

SDGsの正しい理解を促す説明ができる人材が不足している

SDGsの正しい理解が十分浸透していない

＜その他意見＞
・専任職員等の配置、普及啓発等の財源 ・限られた職員数で様々な業務を抱えているため積極的な推進体制が確保できていない。
・SDGsを推進する体制が整っていない ・SDGsの推進を目的とするのではなく、自治体の本来業務をしっかり行うことが
・SDGｓ推進の取組結果が見えづらい。 結果としてSDGs達成に資するものであると考える。
取組結果の見える化の方法がわからない。 また、地方自治体における取組が、国や道の目標にどの程度貢献しているのか、
未来都市ではSDGs推進を企画担当部署で実施しており、 示していく必要がある。
政策への反映や管理がしやすいと思われるが、当市は違うため、 ・庁内合意を得ることが難しい。他の業務の方が優先順位が高い。
組織として強く推進できる体制ではない。 ・SDG'sゴールやターゲットと社会的インパクトの可視化

（101）

（115）

（30）

（70）

（7）

（8）

（7）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１７９

問９ 全市町村に伺います。
貴市町村がSDGsを推進（計画への反映や活用を含む）する際にどのような支援があったら
良いと思いますか。（複数回答可）

14

 「自治体におけるSDGs推進の先進事例紹介」が52.5％、「職員向け研修等への講師派遣」
が38.5％、「SDGsのゴールやターゲットと、施策との紐付けへの助言」が37.4％と、
様々なニーズがあることが伺える。

13.4%

2.8%

19.0%

26.8%

52.5%

37.4%

16.8%

24.0%

38.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

特に支援は必要としていない

その他

内閣府の「地方創生SDGs」（SDGs未来都市や補助事業など）の内容…

道内自治体職員を対象としたSDGsセミナーの開催

自治体におけるSDGs推進の先進事例紹介

SDGsのゴールやターゲットと、施策との紐付けへの助言

子ども向けセミナー、カードゲームへの講師派遣

一般住民向けセミナーやイベントへの講師派遣

職員向け研修等への講師派遣

＜その他意見＞
・管理職、特別職を対象とした研修やセミナー ・SDGsを推進するための個別施策に対する財源措置
・SDGsに関する補助金制度 ・必要性は感じているが、日々の業務で手が回らない状態
・財政的支援

（69）

（43）

（30）

（67）

（94）

（48）

（34）

（5）

（24）



＜調査結果の詳細＞ ｎ＝１７９

問１０ 全市町村に伺います。
道（計画推進課）では、SDGs推進を支援する事業を実施しておりますが、ご存じのものを
教えてください。（複数回答可）
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11.2%

39.7%

29.6%

70.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

北海道SDGs推進サポート制度（関係機関等の協力の下、道内企業に無償のSDGs診断（簡易診断）を提供）

北海道SDGs推進ネットワーク（SDGsに関心のある企業・自治体・個人が登録できるネットワーク）

SDGs推進支援人材バンク（研修・セミナー等のSDGsに知見を有する講師紹介）

市町村におけるSDGs推進支援事業

 「市町村におけるSDGs推進支援事業」については70.9％と、概ね浸透していることを
確認。

 一方で、「SDGs推進支援人材バンク」「北海道SDGs推進ネットワーク」「北海道SDGs
推進サポート制度」については、市町村における認知度はいずれも低く、より一層の
全道的なSDGs推進の支援拡大を図っていくため、市町村に対する支援の内容及び効果
などのPR強化が必要。

（127）

（53）

（71）

（20）



＜調査結果の詳細＞

問１１ 貴市町村内でのSDGs推進に係る先進的な事例や取組、新たな事業の動き（任意回答）
回答まとめ ①
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＜普及啓発について＞

 令和6年5月より、SDGsやゼロカーボンに資する行動に積極的に取り組んでいる個人・団体を「マスター」として
認定し、その行動の情報を発信していただくなどして、SDGs・ゼロカーボンの普及啓発の推進を図る
「SDGs・ゼロカーボンマスター制度」の運用を開始しました。（上士幌町）

 町内の住民・企業・団体をメンバーとする「SDGs未来都市ワーキンググループ」を昨年度から継続して開催し、
SDGs・ゼロカーボンマスターや、一般町民が交流・マッチングできる場である「かみしほろコミュニティ
サークル」の構築に向けた検討を進めています。（上士幌町）

 令和５年度は、地域課題を整理しイベントなど事業化に向けた検討を行うことを目的としたSDGsワーキング
グループを設置。一般町民や高校生が参加者となり、討論を重ねアクションプランを作成し実行に繋げた。
今年度もワーキンググループ事業を継続しており、SDGsを通した町民主体のまちづくりを進めている。（浦河町）

 本市では企業等のSDGsの取組みを応援し、市と市民、企業等が協働でSDGsを広く普及させることを目的とした、
北斗市SDGs宣言推進事業を令和５年６月から実施しています。
登録は１９件となり、今後も登録件数を増やすべく周知や広報活動にあたり、市内のSDGsの機運を高めたいと
考えています。今後登録団体向け合同SDGs研修会を開催予定。SDGsの普及に努めるとともに、様々な企業や
団体と合同で研修会を実施することで横の連携を創出する。
また、近隣の高等学校からの要請に基づき、SDGsに関する講義の実施により普及啓発にあたっている他、
令和６年度より職員向けSDGs研修として、SDGsファシリテーターの資格を持つ職員が講師を務めた新人研修を
実施し、入庁間もない職員からSDGsの理念を持って業務に従事するよう教育を行っているところです。（北斗市）

 職員向けの基礎研修のほか、講師として地域で活躍できるSDGsボードゲームファシリテーター養成講座を実施。
（釧路町）



＜調査結果の詳細＞

問１１ 貴市町村内でのSDGs推進に係る先進的な事例や取組、新たな事業の動き（任意回答）
回答まとめ ②
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＜SDGs未来都市の選定について＞

 令和6年度地方創生SDGs課題解決モデル都市に選定された。
具体的な取り組みとしては、町内中学生以下の子どもがいる世帯を対象に町内産米をデジタルギフトを活用し
贈る子育て支援事業。
物価高騰の影響を受けている子育て世帯の家計を助けると共に地場産品の消費拡大を図り、地域経済の活性化
とともに、子育て世帯にやさしい町とし、関係人口の増加や新たな移住者の呼び込みにつなげる。（厚沢部町）

 SDGs未来都市選定をきっかけに、町内様々な団体や企業と協働した取り組みが加速している。
未来都市選定は大きな出来事であった。（本別町）

 ニセコ町は2018年に自治体SDGs未来都市に選定されており、町の中心部にニセコミライと呼ばれるSDGs街区
を整備している。今年の３月には街区一棟目となる高気密高断熱アパートへの入居が開始しており、２棟目、
3棟目についても現在建設が進んでいるところである。
また、直近の取り組み事例としては、豪雪寒冷地域でも対応可能な太陽光パネルの設置とエネルギーマネジメント
システムの併用により、寒冷地における太陽光パネルの最適利用を検証しているところである。
地域の事業者と連携を取りながら、官民連携事業として、持続可能な町づくりの地域モデルを目指している。
（ニセコ町）

＜その他＞

 令和6年4月より、SDGsやゼロカーボンの達成に繋がる行動でポイントがたまる「SDGsポイント制度」の
運用を開始しました。（上士幌町）

 脱炭素先行地域としての取組で、勇払地区をモデル地区とした工業地帯の余剰電力を市街地エリアに提供する
取組を実施する。（苫小牧市）

 町独自のSDGsに係る指標の策定。上記に係る町民の取組支援。（松前町）


